
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 8 日(木)～3 月 12 日(月)に本院外来診療棟２階ギャラリーにて『第

８回スタッフ発表会』が開催されました。 

この発表会では、きらめきプロジェクトに所

属する医師・ 歯科医師が一年間の診療・ 研究の

成果や、仕事と家庭・ プラベーートの両立をど

のように行ってきたかなど、それぞれポスター

にまとめ掲示しました。また今回は、日ごろよ

りお付き合いのある佐賀大学バルーンプロジ

ェクトと久留米大学元気プロジェクトが共同で作成したポスターも掲示い

たしました。 

初日はスタッフが立ち、病院・ 学内関係者

のみならず、福岡歯科大学から、また患者様

やそのご家族等一般の方々にもご来場いた

だき、多くの励ましのお言葉や貴重なご意見

をいただきました。 

当センターを含め男女共同参画に取り組む

プロジェクトの活動が少しでも多くの方に伝

わり、更なるご理解とより良い医療現場の実現

に繋がっていけば幸いです。今後ともきらめき

プロジェクトをどうぞよろしくお願いします。 
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卒後 12年目の内科医師です。会社員の

夫、２歳の長女、０歳の次女の４人家族で

す。２年間の初期臨床研修の後、関連病院勤務を

経て、卒後 6年目で大学院に入りました。大学院

在学中に結婚し、長女を出産してから、しばらくは育児中心の生活

となりました。保育園に預けるようになっても、お迎えの時間があ

るため、研究に費やせる時間は出産前と比べて明らかに減ってしま

い、博士号を取ることなく大学院は修了してしました。 

当時、夫と私の両親は遠方に住んでいたため、大学院の後に常勤

医として病院に勤務するのは難しいと考え、非常勤医として大学病

院に残ることができる、きらめきプロジェクトに応募しました。 

きらめきプロジェクトに所属してからは、外

来化学療法室での勤務に加え、研究の継続が

可能でした。そのおかげで、昨年秋に無事、

博士号を取得することができました。きらめ

きプロジェクトで大学に残ることが出来てい

なければ、学位取得にもっと困難を要したの

ではないかと思います。また、少ない時間ではありますが、外来化

学療法室でがん薬物療法に継続的に関わらせて頂いており、これに

よって今後、常勤医に復帰する際のハードルが低くなるのではない

かと思います。 

きらめきプロジェクトや医局の先生方のご協力によって、現在勤

務させて頂いていることに感謝し、これからも努力して参りたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

卒後７年目の歯科医師です。研修終了後、大学病院に勤

務しておりましたが、持病の加療のためきらめきプロジェ

クトに応募し、採用していただきました。これまでの人生、健康体

そのもので過ごしてきたのでいきなり入院、手術が必要な状況に陥

り、まさに青天の霹靂でした。治療が終わり心身ともに落ち着いた

今になって振り返ってみると、症状が現れてから通院の日々～治療

終了まではずっと地に足がつかない状態で、何をやっていてもふと

病気のことを思い出し不安になる日々でした。 

しかし、家族の協力やきらめきプロジェクトでのご支援のお陰で、

仕事や家事は一旦置いて、思い切り治療に専念することができまし

た。さらに、念願だった認定医も取得することができ、病気療養と

認定医取得を両立することができたのも、関わった皆さんのご協力

のお陰と感謝しております。また、これまで自分の仕事ばかりに集

中するあまり、未熟者の私は周りがほとんど見えていなかったこと

も、少し心身の余裕が持てたことで分かってきました。 

これからは周囲の人、環境に感謝を忘れず、 

「努力と自己実現」をモットーに新たな目 

標に向け邁進したいと思います（あとはさ 

ぼりがちな家事も、少しずつ慣れていこ 

うと思います   。） 

 

 

 

 


